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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin SPI to I2C IPを使いこなせるよう、

その機能、ポート、タイミング、呼び出しと構成、およびリファレンスデ

ザインなどについて説明します。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaから、

以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 GW1Nシリーズ FPGA製品データシート(DS100) 

 GW1NRシリーズ FPGA製品データシート(DS117) 

 GW1NSシリーズ FPGA製品データシート(DS821) 

 GW2Aシリーズ FPGA製品データシート(DS102) 

 GW2ARシリーズ FPGA製品データシート(DS226) 

 GW1NZシリーズ FPGA製品データシート(DS841) 

 GW1NSRシリーズ FPGA製品データシート(DS861) 

 GW1NSERシリーズ安全 FPGA製品データシート(DS881) 

 GW1NRFシリーズ Bluetooth FPGA製品データシート(DS891) 

 GW2ANRシリーズ FPGA製品データシート(DS961) 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS117J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS821J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS102J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS226J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS841J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS861J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS881J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS891J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS961J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
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1.3 用語、略語 

表 1-1に、本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

FPGA Field Programmable Gate Array 
フィールド・プログラマブル・ゲ

ート・アレイ 

I2C Inter-Integrated Circuit 2線式シリアルバス 

SPI Serial Peripheral Interface 
シリアル・ペリフェラル・インタ

ーフェース 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供していま

す。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせ

ください。 

Webサイト：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

https://baike.sogou.com/lemma/ShowInnerLink.htm?lemmaId=10469816&ss_c=ssc.citiao.link
https://baike.sogou.com/lemma/ShowInnerLink.htm?lemmaId=3389638&ss_c=ssc.citiao.link
https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2概要 

SPI(Serial Peripheral Interface)は、高速、全二重、同期通信バスです。 

I2C (Inter-Integrated Circuit)は、マイクロコントローラとその周辺機器を

接続するために使用される 2線式のシリアルバスです。 

Gowin SPI to I2C IPは、開発を簡素化することができます。SPIと I2C

インターフェースの間に配置されるこの IPは、使いやすいユーザーインタ

ーフェースを提供し、SPI インターフェースに基づく I2C データの送受信

制御を実現します。 

表 2-1 Gowin SPI to I2C IPの概要 

Gowin SPI to I2C IP 

ロジックリソース 表 3-1参照。 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウェア GowinSynthesis 

統合開発環境 Gowinソフトウェア(V1.9.7.02Beta以降) 

注記： 

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。 

https://www.gowinsemi.com/en/support/ip/
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3特徴及び性能 

3.1 特徴 

 SPIと I2Cインターフェース間のデータ通信を実現。 

 SPIインターフェースはスレーブモード。 

 SPIインターフェースは、割り込みにより SPIマスターとのデータの

やり取りを実現。 

 入力クロックのクロックレートは、入力 SPIクロックレートの 4倍以

上。 

 SPIインターフェースはビッグエンディアン形式でデータを送信。 

 I2Cインターフェースはマスターモード。 

 I2Cインターフェースは 7ビットアドレスモードをサポートし、10ビ

ットアドレスモードはサポートしていない。 

 I2Cインターフェースの動作レートは、レジスタを設定することで柔軟

に設定可能。 

 SPIインターフェースの受信 FIFO深さは 510バイト。 

 SPIインターフェースの送信 FIFO深さは 255バイト。 

 完全に合成可能。 

 Verilogで実装。 

3.2 性能 

Gowin SPI to I2C IPの動作周波数は、デバイスによって異なります。 

3.3 リソース使用量 
表 3-1リソース使用量 

デバイス 
プログラミング

言語 
LUT4リソース レジスタ 

GW2A-LV18PG256C7/I6 Verilog ≤660 ≤386 
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4機能の説明 

Gowin SPI to I2C IPは、SPIインターフェースと I2Cインターフェース

の間にあります。SPI 側には主にデータ、クロック、チップセレクト、割

り込みなどの信号があり、I2C側にはデータとクロック信号があります。 

図 4-1ブロック図 

SPI_I2CSPI_I2C

I2C 

Slave

I2C 

Slave
SPI  

Master

SPI  

Master

I_spi_clk

IO_i2c_sda

I_clk

O_i2c_scl

I_rst_n

I_spi_cs_n

I_spi_clk

I_spi_mosi

O_spi_miso

O_spi_irq_n
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Gowin SPI to I2C IPの構造を図 4-2に示します。 

図 4-2 IPの構造 

SPI_ 
Interface_Ctrl

SPI 
Interface

I2C 
Interface

SPI_RX_FIFO

I2C _
Interface_Ctrl

SPI_TX_FIFO

 

IPには、SPI_ Interface_Ctrl、SPI_RX_FIFO、SPI_TX_FIFO、I2C_ 

Interface_Ctrlモジュールがあります。 

 SPI_ Interface_Ctrl：SPIマスターとのデータ通信、SPIデータの送受

信、割り込み制御、ステータス監視などの機能を実現します。 

 SPI_RX_FIFO：SPIマスターからの、I2Cインターフェースに送信さ

れるデータを保存します。 

 SPI_TX_FIFO：I2Cスレーブからの、SPIインターフェースに送信され

るデータを保存します。 

 I2C_ Interface_Ctrl：I2Cスレーブとのデータ通信とインターフェース

タイミングの制御を実現します。 

4.1 SPIインターフェース制御命令 

4.1.1 制御命令 

SPIインターフェース制御命令には、読み出し操作、書き込み操作、読

み出しおよび書き込み操作、書き込みおよび書き込み操作、レジスタ読み

出し操作、レジスタ書き込み操作、バッファー読み出し操作が含まれます。

詳しくは次の表を参照してください。 

表 4-1 SPIインターフェース制御命令 

番号 命令名 定義 幅 タイプ 説明 

1 
WrI2cData 0x00 8 bits 

書き込

み専用 

I2CスレーブにNバイトを書き込みます(N

の範囲は1〜255)。 

2 
RdI2cData 0x01 8 bits 

読み出

し専用 

I2CスレーブからNバイトを読み出します

(Nの範囲は1〜255)。 

3 RdAfterWrI2cData 0x02 8 bits 読み出 I2スレーブ1にNバイトを書き込んだ後、



4機能の説明 4.1 SPIインターフェース制御命令 

 

IPUG773-1.2J 7(13) 

 

番号 命令名 定義 幅 タイプ 説明 

し/書

き込み 

I2Cスレーブ2からMバイトを読み出しま

す(NとMの範囲は1〜255)。 

4 

WrAfterWrI2cData 0x03 8 bits 
書き込

み専用 

NバイトをI2Cスレーブ1に書き込んだ後、

MバイトをI2Cスレーブ2に書き込みます

(NとMの範囲は1〜255)。 

5 
RdBuffer 0x06 8 bits 

読み出

し専用 

ローカルバッファ内の受信データを読み

出します(バッファの最大深さは255)。 

6 
WrReg 0x20 8 bits 

書き込

み専用 
内部レジスタの値を書き込みます。 

7 
RdReg 0x21 8 bits 

読み出

し専用 
内部レジスタの値を読み出します。 

4.1.2 命令の説明 

WrI2cData 

SPIインターフェースを介してNバイトを I2Cスレーブに書き込みます。

Nの範囲は 1~255です。 

図 4-3 WrI2cData命令の説明図 

 

 

RdI2cData 

SPIインターフェースを介して I2Cスレーブから Nバイトを読み出しま

す。Nの範囲は 1~255です。 

図 4-4 RdI2cData命令の説明図 

 

 

RdAfterWrI2cData 

SPIインターフェースを介して I2Cスレーブ 1からNバイトを読み出し、

I2Cスレーブ 2から Mバイトを読み出します。Nと Mの範囲は 1~255で

す。 
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図 4-5 RdAfterWrI2cData命令の説明図 

 

 

WrAfterWrI2cData 

SPIインターフェースを介して I2Cスレーブ 1に Nバイトを書き込み、

I2Cスレーブ 2にMバイトを書き込みます。NとMの範囲は 1~255です。 

図 4-6 WrAfterWrI2cData命令の説明図 

 

 

 

RdBuffer 

SPIインターフェースを介して IP内部の受信 FIFOからNバイトを読み

出します。Nの範囲は 1~255です。 

図 4-7 RdBuffer命令の説明図 

 

 

WrReg 

SPIインターフェースを介して内部レジスタを構成します。 
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表 4-2レジスタの定義 

名称 アドレ

ス 

ビッ

ト幅 

デフォ

ルト値 

タイ

プ 

説明 

I2CClk 0x00 8 0x00 読み

出し/

書き

込み 

I2Cクロックレート構成レジスタ： 

I2C_Bus_Clk_Freq=F 入力動作クロック

/4*(I2CClk+1) 

I2CClkの範囲は 0~255 

I2CAdr 0x01 8 0x00 読み

出し/

書き

込み 

I2Cマスターアドレス構成レジスタ： 

Bit[7:1]：I2Cマスターアドレス 

Bit[0]：Reserved 

I2CStat 0x02 8 0x00 読み

出し 

I2Cステータスレジスタ： 

0xF0：I2C送信が成功し、割り込みがトリ

ガされます。 

0xF1：I2送信中に、スレーブがスレーブア

ドレスに対して ACK応答しない場合、割り

込みがトリガされます。 

0xF2：I2送信中に、スレーブがデータに対

して ACK応答しない場合、割り込みがトリ

ガされます。 

0xF3：I2Cバスがビジーで、割り込みがト

リガされません。 

0x00：I2Cバスがアイドル状態です。 

その他：Reserved。 

 

図 4-8 WrReg命令の説明図 

 

 

RdReg 

SPIインターフェースを介して内部レジスタを読み出します。 

図 4-9 RdReg命令の説明図 
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4.2 操作手順 

4.2.1 WrI2cData 

1. まず、SPIマスターは命令 0x00を送信して、I2Cスレーブに送信

されるバイト数、I2Cアドレス、およびデータを SPIインターフェース

を介して IPに送信します。 

2. 次に、IPは I2Cプロトコルに従ってデータを I2Cバスに送信します。 

3. すべてのデータが送信されると、IPはステータスレジスタの値を

0xF0に設定し、割り込みをトリガして SPIマスターに送信します。I2C

バス送信中に ACKエラーが発生すると、送信が中止され、IPは割り込

みをトリガして SPIマスターに送信します。 

4. SPIマスターは割り込みに応答し、命令 0x21を送信してステータ

スレジスタの値を読み出し、読み出されたレジスタ値に従って I2Cバ

スの送信が正常であるかどうかを判断します。 

4.2.2 RdI2cData 

1. まず、SPIマスターは命令 0x01を送信して、読み出されるバイト数、

I2Cアドレスを SPIインターフェースを介して IPに送信します。 

2. 次に、IPは I2Cプロトコルに従って指定のデータを I2Cスレーブか

ら読み出します。 

3. 指定のデータが読み出されると、IPはステータスレジスタの値を

0xF0に設定し、割り込みをトリガして SPIマスターに送信します。I2C

バス送信中に ACKエラーが発生すると、送信が中止され、IPは割り込

みをトリガして SPIマスターに送信します。 

4. SPIマスターは割り込みに応答し、命令 0x21を送信してステータ

スレジスタの値を読み出します。 

5. レジスタ値 0xF0は、I2C読み出しが成功したことを示し、SPIマ

スターは命令 0x06を送信してバッファーからデータを読み出します。 

4.2.3 RdAfterWrI2cData 

1. まず、SPIマスターは命令 0x01を送信して、読み出される/書き込ま

れるバイト数、I2Cアドレス 1(W)、I2Cアドレス 2(R)を SPIインター

フェースを介して IPに送信します。 

2. 次に、IPは I2Cプロトコルに従って指定のデータを I2Cを介して読

み出し/書き込みします。 

3. 指定のデータが読み出される/書き込まれると、IPはステータスレ

ジスタの値を 0xF0に設定し、割り込みをトリガして SPIマスターに

送信します。I2Cバス送信中に ACKエラーが発生すると、送信が中止

され、IPは割り込みをトリガして SPIマスターに送信します。 

4. SPIマスターは割り込みに応答し、命令 0x21を送信してステータ
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スレジスタの値を読み出します。 

5. レジスタ値 0xF0は、I2C読み出しが成功したことを示し、SPIマ

スターは命令 0x06を送信してバッファーからデータを読み出します。 

4.2.4 WrAfterWrI2cData 

1. まず、SPIマスターは命令 0x03を送信して、書き込まれるバイト数 1、

バイト数 2、I2Cアドレス 1(W)、I2Cアドレス 2(W)、および送信され

るデータを SPIインターフェースを介して IPに送信します。 

2. 次に、IPは I2Cプロトコルに従って指定のデータを I2Cを介して書

き込みます。 

3. 指定のデータが書き込まれると、IPはステータスレジスタの値を

0xF0に設定し、割り込みをトリガして SPIマスターに送信します。I2C

バス送信中に ACKエラーが発生すると、送信が中止され、IPは割り込

みをトリガして SPIマスターに送信します。 

4. SPIマスターは割り込みに応答し、命令 0x21を送信してステータ

スレジスタの値を読み出し、読み出されたレジスタ値に従って I2Cバ

スの送信が正常であるかどうかを判断します。 



 

 

5ポート一覧 

Gowin SPI to I2C IPのポートを表 5-1に示します。 

表 5-1信号の定義 

番号 信号名 方向 説明 備考 

1 I_clk I クロック すべての信号の入出

力方向は、IPを基準

としています。 
2 I_rst_n I リセット 

3 IO_i2c_sda I/O I2Cバスデータ 

4 O_i2c_scl O I2Cバスクロック 

5 O_spi_irq_n O SPIインターフェー

ス割り込み 

6 I_spi_clk I SPIインターフェー

スクロック 

7 I_spi_cs_n I SPIインターフェー

スチップセレクト 

8 I_spi_mosi I SPIインターフェー

ス入力データ 

9 O_spi_miso O SPIインターフェー

ス出力データ 
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6GUIでの構成 

1. Gowinソフトウェアを起動後、プロジェクトを開きます。 

図 6-1プロジェクトを開く 

 
 

2. “Tools > IP Core Generator”を選択して、“SPI_to_I2C”を呼び

出します。 
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図 6-2 SPI to I2Cの呼び出し 

 

 

3. この IPをインスタンス化します： 

図 6-3 SPI to I2Cのインスタンス化 

 
 

4. 合成、配置配線、ダウンロードなどを経てこの IPを実装します。 
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